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評価（総合）

年 度 重 点 目 標 Ａ

基礎学力の充実 Ｂ

積極的生徒指導の徹底 Ｃ やや不適切である

希望進路の実現 Ｄ

図書教育の充実

人権・同和教育の推進
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情報化推進 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
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開かれた
学校づくり

Ｂ Ｂ Ｂ

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

                令和４年度　   学校評価書　　　　　　（計画段階・実施段階） ②
福　岡　県　立　築　上　西　高　等　学　校

　　　自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月） 評　　　価
（総　合）

自己評価は

学校運営方針 「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力」「学びに向かう力、人間性等」の三柱をもとに教育活動を行い、地域を愛し、地域から愛され、地域に貢献できる人材を育成する学校。　

Ａ
昨年度の成果と課題 具      体      的      目      標

Ｂ

学習指導

希望進路を実現できる基礎学力の充実。

課題を計画的に実施して家庭学習の習慣化を図るとともに、授業において小テストを実施
し、「できる」喜びを実感させることで自尊感情を高める。

Ａ

Ａ

適切である

　昨年度は「～Change～変えよう西高」をスローガンに、
生徒の実態に応じた指導の工夫・改善や地域連携活動を通
じた活性化を実施し学校改革に向けて意識の高揚が図られ
た。今年度は、生徒・保護者及び地域等から信頼され魅力
と活力溢れる学校づくりを行うため、授業の充実及び地域
連携の体験型探究活動等を通して、生徒の自尊感情を高め
る取組を工夫し、教職員が団結し、より実効性のある教育
活動を実施する。

｢鍛えて､ほめて､子どもの可能性を伸ばす｣分かる授業、ICTの活用とAL型授業の推進、地域と連携した課題探究による課題発見・解決能力の育成。 概ね適切である

基本的生活習慣の確立、面談週間や学校生活アンケート等の活用による生徒理解、生徒会活動・部活動の活性化。

３年間を見通した進路指導計画｢築西プラン｣の実行、学びなおし等を利用し個別最適化された指導の工夫。 不適切である

図書委員会活動の活性化による図書館の積極的な活用に努め、朝の10分間読書や月末朝朗読の充実を図り､読書に親しむ態度の育成。

知的理解にとどまることなく、人権感覚を育む特設授業の充実と自尊感情の向上、「いのち」の大切さ・他者尊重の精神を育む。

・家庭学習の習慣化がより生徒の基礎学力の補充と
なるため、やる気と達成感を実感させ、自尊感情の向
上に努めたい。
・希望進路実現に向けて、進路部と協力し学習意欲
の向上につなげたい。
・AL型学習は、観点別評価における授業の要素とな
るため教科の工夫で少しずつではあるが実践できて
いる。次年度はより観点別評価につながる教科での
学習方法を教科に呼びかけていきたい。
・生徒一台パソコン導入にあたり、来年度は全教科に
chromebookを使った授業実施を行う。

Ｂ

基礎学力の定着に向けての学習指導や学力向上
に対する取組については全体的に評価できる。一
人ひとりへの行き届いた手厚い指導ができており
大変良い。家庭学習の習慣化や学び直しの方法
等について、更に工夫しながら効果的なものにな
るよう進めてもらいたい。導入された１人１台端末
の使用におけるＩＣＴ機器の有効活用や評価の在
り方についても全職員で検討を重ね生徒の実態
に合わせた授業展開の工夫に期待する。また、成
績不振者の指導や個別指導にも継続して取り組
み進路実現につながる学習指導をお願いしたい。
地域と連携した探究活動を引き続きお願いした
い。

成績不振者や気になる生徒について情報交換を密に行い、補習や特別保護者会などを通
じて手厚い指導を行う。

効果的な学習指導の研究と実践。

AL型授業の推進に取り組み、生徒が共に学ぶ基盤を築くとともに、授業評価アンケート及び
授業改善シートを実施し、教職員の意識向上と授業改善の推進を図る。

ＢICT機器を活用し、学習への意欲を高めるとともに、授業規律の確立を図り、授業を大切に
する心を育成し、基礎学力の向上へとつなげる。また、地域と連携した課題研究に取り組み
課題解決能力の育成を図る。

具　体　的　目　標 具 体 的 方 策 評価(３月) 次 年 度 の 主 な 課 題 学校関係者評価委員会からの意見

Ｂ

築上西高生としてだけでなく、社会に出た際
にどう振る舞えるかを見据えた指導ができて
おり、少しずつ効果を発揮している。基本的
な生活習慣の定着について個に応じた指導
をさらに進めてもらいたい。生徒もある程度
落ち着いてきており、地域の評価も向上して
いると思われる。地域連携の取組を更に進
め、地域から愛され、信頼される学校づくり
に期待している。生徒会活動や学校行事、
部活動加入率の向上など生徒が主体（中
心）となって取り組み、運営するよう工夫する
ことで、さらなる学校活性化につながる。ぜ
ひ、学校全体で取り組んでいただきたい。

２　生徒の主体性、自主性の育成。 ア：生徒会担当教員と生徒会役員が連携し、早めに企画・立案を行う。
イ：生徒会各種委員会が積極的に全校生徒やクラスの生徒の前に出て、各委員会の徹底事項を呼
びかけていく。

Ａ３　部活動の活性化。
ア：部活動体験入部を実施し、新入生の入部を奨励する。１年生の加入率７０％を目標。全体加入率
６０％を目標。
イ：部活動生集会(年間５回)を実施し、学校を牽引する意識付けをしていく。

生徒指導

◎毅然とした粘り強い指導。
１　当たり前の事をやりきらせる生徒指導。

ア： 挨拶の励行(教員から積極的に挨拶)　教務部と連携して各授業の初めと終わりの挨拶
をしっかり行う習慣を身に付けさせる。
イ：時間厳守(遅刻回数による段階的な指導)　放課後指導、保護者と連携、保護者召喚
ウ：身だしなみ指導(日頃から生徒への声かけ、生徒指導ハンドブックの活用)
エ：掃除の徹底(掃除の時間は掃除をする、掃除指導・監督の徹底)

Ｂ

Ａ

・年度初めに、教務部と連携して、授業における挨拶
を周知するとともに、部活動生徒中心に積極的に挨
拶の励行に努めていく。
・遅刻が多い生徒への指導を職員全体で明確化(放
課後指導、保護者召喚)し、遅刻者減少に努めてい
く。
・身だしなみ指導は、学年温度差がないように努めて
いく。
・掃除の徹底は引き続き継続する。
・もっと生徒会を全校生徒の前に出させて、生徒の声
を拾い上げ、学校を盛り上げていく。
・部活動体験入部を実施し、加入率６０％を目標にす
る。
・引き続き、部活動生集会を実施し、部活動生として
の意識付けをしていく。

Ａ

希望進路の実現について、ほぼ100％達成できた
ことは大きく評価できる。キャリア教育をさらに充
実させ、課外授業の工夫や、より適切な時期に適
切な進路指導ができるよう行って欲しい。地域と
の連携やインターンシップについては良い取組で
あり、内容等更に充実したものになるよう今後、大
いに期待している。生徒一人ひとりに応じた進路
指導を実践することで進路意識の向上につなげて
欲しい。広報活動の充実も重要である。

自習室を設置し、自学の習慣を身に付けさせる。

進路ガイダンスや進路学習を実施し、進路に興味を持たせ、自分の
進路を考えさせる。

進路ガイダンス、オープンキャンパス等への参加の奨励を行う。
Ａ

進路情報を生徒に広く提供する。

進路指導

第一希望進路の実現のため、放課後課外を充実させる。進学、公務
員、就職に対応できる指導を行う。

チャレンジ課外を実施し、英語、数学、国語の学力向上に努める。また、公務員講座を実施
する。

Ｂ

Ｂ

・チャレンジ課外の実施については、各学年とも
概ね実施出来ているが、希望者をもっと確保し
たい。
・自習室については、教室確保の問題で十分機
能できなかった。
・進路ガイダンスについては、各学年とも概ね実
施出来たが、次年度は、内容を検討し、より良い
ものにしたい。

学年

１年：「自己指導能力の育成」と「5Sの徹底」を柱とした、基礎・基本の定着。

学校生活の様々な部分で、自己の状況を判断し、適切な行動を積極的に表出したり、あるいは状況
に合わせて行動を抑制したりする自己指導能力を育成する。また、5Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃・躾）
の徹底を行い、環境整備のみならず、仲間と協力することや自己の役割を果たすことなど、豊かな人
間性の育成を養う。

Ａ Ａ

・清掃や環境整備の意識向上は、一定の成果があっ
たが、さらに主体性を養うために表彰制度の導入等
を考慮したい。
・進路活動に関しては、今年度よりインターンシップを
2回おこなうことで、進路実現に向けての準備を早期
より行うことができた。次年度は、ポートフォリオを用い
て継続した進路指導を行いたい。
・積極的な生徒指導を行うために、「傾聴力の向上」
や、「自己指導能力」の育成を目指したい。また，感
情で行動を決めることでの失敗が多いためアンガー
マネージメントの視点を用いた生徒指導を実践した
い。

研　修

授業研究の推進・充実。
２学期に研究授業週間を設ける。授業を実施する教員や参観する教員の負担が過剰になら
ないように、実施方法の見直しや改善を行う。

Ｂ Ｂ

・例年より研究授業週間に授業を行う教科を減ら
したことで、教員の負担は減った部分があるが、
全員が参観できない状況がある。
・職員研修の日程等、教員の負担にならないよう
設定する必要がある。

Ａ

安心・安全な教育環境のもと、多様な進路選
択や様々な課題を持つ生徒に対応しなが
ら、生徒一人ひとりの希望進路実現に向け
て取り組んでおり、就職・進学状況は、結果
を出している。今後は、学習や部活動、学校
行事等を通して自らの進路実現に向けて、よ
り主体的に取り組み、将来の生活設計につ
ながるようさらに取り組んで欲しい。進学や
公務員を希望する生徒の指導充実を図り、
地元に貢献できる人材育成と地域連携に基
づいた人間関係づくりの取組に期待する。

２年：進路実現を早くから目標に見据え、大人として行動できるような生徒を育成する。
自分の進路実現のために、個人個人が進路に向き合えるように適切に指導を行う。進路実現に出席
皆勤が有利であることを理解させる。学校行事等では、コミュニケーション能力を育成しするとともに、
中核として活躍し自己有用感や自尊感情を育む。

３年：進路実現に向けた取り組みを充実させ、社会に出た後に通用する人間性の育成を図る。
自己の能力や適性に応じた進路を主体的に決定できるように適切な助言や指導を行う。各自の進路
選択に応じた面接や小論文・学科の指導を丁寧に行い、自信を持って進路決定の場に臨めるように
させる。体育大会等の行事を通して、自己有用感を感じさせるとともに、他者尊重の心を育む。

Ｂ

生徒の実態や状況に応じた指導ができるよう研修
内容の企画・工夫を行ってもらいたい。また、研究
発表大会など多くの先生方が参加することが望ま
しい。公開授業や研究授業週間を更に充実させ、
教職員のスキルアップと課題意識の向上を図り地
域の期待に応えて欲しい。職員研修の推進・充実。 生徒の実態に合った指導が行えるよう、各分掌と連携を取りながら研修を企画する。

人権・同和
教育

生徒の自尊感情を高める取組および相互に尊重し合う人間関係づくりの推進。
担任および関係職員・関係部署と連携し、課題を抱えた生徒を支援するとともに、各教科や
特別活動等教育活動全体を通して人権学習に取り組む。

Ａ Ａ

・今年度、個別の人権課題（部落差別）の職員研修
会を当事者を講師に行うことができたので、来年度も
職員のニーズに応じた研修会を実施する。
・人権教育の指導案の改訂を昨年度より学年進行で
進めており、来年度は全学年分の完了を目指す。

Ｂ
人間的視野を広げるために朝読書の取組は
素晴らしいと思う。図書委員会の一層の活性
化と共に、より充実した内容となるよう継続さ
せて欲しい。委員会活動の充実。 図書委員会を開き、各自の役割を認識させ責任をもって行わせる。

保健指導

生徒の心とからだの健康状態の把握をする。 朝礼時の検温を実施し、積極的に声掛けをすることで生徒状況を把握する。また必要性がう
かがえる生徒には定期的に実施されるカウンセリングの活用をも促す。

Ａ Ａ

・朝礼時の検温が日々の健康管理の一助となったの
で、次年度も可能な限り継続して行いたい。カウンセ
リングも定期的に実施することで、生徒の支援につな
がった。
・講演会の聴講が健康管理意識の向上へとつながっ
た。次年度は生徒対象の救急措置法研修会も実施
したい。

図書教育
読書に親しむ態度の育成。 全職員、全生徒参加のもと実施し、朝朗読を通して文章に親しむ機会を設ける。

Ｂ Ｂ

・朝朗読の際にうまく放送が入らない部分もあっ
たが、配布されたプリントを読む等、文章に親し
む機会を設けることができた。
・委員会を開くことができなかった。

Ａ

生徒一人ひとりの人権意識の向上を図るた
め、状況に応じた教材や内容の見直しをお
願いしたい。いじめ問題は人命に関わる大
変重要な問題であるため、早期発見・早期対
応ができる組織作りに期待する。

職員の人権に関する知的理解を進め、人権感覚を高める。 職員研修の一環として、地区同研をはじめ、人権にかかわる団体主催の研修会を活用す
る。研修部と連携し、職員のニーズに合った学校独自の職員研修を開催する。

職員のICT活用能力や情報セキュリティに対する意識を高める。 職員研修として外部講師を招いての講習会や、職員同士の研修会などを設ける。
来年度からの本格的な生徒一人一台端末の運用に
向けて、実践的な取り組みを拡充させていく。

情報リテラシーの向上を図ることとＩＣＴ機器を有
効活用する具体的方策に期待している。

Ｂ

コロナ禍の中、保健関係業務は多岐に渡り、
また、大変重要である。生徒自身が自ら自分
自身の健康管理を行えるよう情報提供や意
識の向上を図って欲しい。校舎改築が進む
中、更に美化意識の向上とカウンセリング体
制の充実に期待する。

生徒に健康観を意識させ、調和のとれた人間性の育成をする。
授業において実態に応じた保健学習を実施し、また外部講師を招いての講演会を開催する
ことで生徒の健康管理意識の向上を促す。

評価項目以外のものに関する意見
・「総合的な探究の時間」を利用した地域連携活動のさらなる充実と発展を図り、地域から愛され、信頼される学校づくりを行う。また、地域を愛し、地域に貢献できる人材育成に注力していく。また、学校運営協議会（ＣＳ）と連携した地域活動への積極的な参加を行う。効果的な広報活動
を工夫し、充実させる。
・基礎学力の向上を図るため、家庭学習の定着を図る。生徒一人ひとりの進路希望に応じ、その実現に向けた進路指導の工夫を図る。ＩＣＴやアクティブラーニングの手法を用いた教育活動や授業改善と教育課程に応じた評価の在り方等に向けた取組（研修等）を実施する。
・生徒指導上の課題に対し、全職員で共通認識を図り、諸課題に対して早期発見、早期対応を組織的に行う。生徒一人ひとりを大切にし、自己有用感や自尊感情を高められる活動（学校行事等）を工夫する。スクールカウンセラー等と連携し、生徒の実態に応じた指導の工夫と研修等を
充実させる。
・学校や社会の実情に応じた学校行事の精選と内容の工夫。部活動のさらなる活性化を図り、活力あふれる学校、魅力のある学校づくりを行い、積極的に情報発信をしていく。

特になし

Ａ

地域連携活動は外部からも一定の評価を得
ている。来年度からは学校運営協議会（ＣＳ）
も始まる。一層の充実・工夫を図り、地域の
発展に貢献できるような取組となり、それらを
通じて生徒自身が自己有用感や自尊感情を
高め、コミュニケーション能力や課題発見・解
決能力を身につけられるよう取り組んでほし
い。

老朽化した既設校舎を安全に使用できるよう定期的に点検を実施し、修理・修繕が必要な
場合は、早急に対応する。

「総合的な探究の時間」を活用して、地域と連携した特色ある授業を
実施する。

地域の方や大学教授による講演会、地域施設へのフィールドワーク、インターンシップ、大
学訪問などを実施する。

活性化プランについて、２年次の実施内容の改
善と３年次の実施内容の確立が課題である。

教育環境
生徒の安心・安全な学校生活を支えるため施設・設備の維持管理に
努める。

校舎改修工事の円滑な実施のため校内及び業者との調整を図る。

Ａ Ａ

引き続き主な教育活動の場が、工事区域を挟んで両
側に分断されるため、生徒・職員の動線の安全確保
に注意を払う。老朽化した既存施設についても、安
全に使用できるよう環境整備を図る。


